
（別紙４）

アンダンテ⽊更津東
公表⽇ 2026年 ⽉ ⽇

利⽤児童数 2026年 ⽉ ⽇ 回収数 12⼈中11枚

チェック項⽬ はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意⾒

1 こどもの活動等のスペースが⼗分に確保されていると思いますか。 8 2 1

・⼦どもにとって荷物の出し⼊れが
   しやすければ良い
・もう少し広いと良い

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 11

3
⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思
いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー
化や情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

4 4 3

・お⼿洗いの少なさに不便さを感じて
  いる様⼦
・少し狭く感じる

4
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になっていると思います
か。また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

9 2

5
こどものことを⼗分に理解し、こどもの特性等に応じた専⾨性のある⽀
援が受けられていると思いますか。 

11

6
事業所が公表している⽀援プログラムは、事業所の提供する⽀援内容と
合っていると思いますか 。

11

7
こどものことを⼗分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、放課後等デイサービス計画（個別⽀援計画）が作成さ
れていると思いますか。

11

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの
「放課後等デイサービスの提供すべき⽀援」の「本⼈⽀援」、「家族⽀
援」、「移⾏⽀援 」で⽰す⽀援内容からこどもの⽀援に必要な項⽬が適
切に設定され、その上で、具体的な⽀援内容が設定されていると思いま
すか。

11

9 放課後等デイサービス計画に沿った⽀援が⾏われていると思いますか。 11

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう⼯夫されていると思いま
すか。

11

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機
会がありますか。

10 1

12
事業所を利⽤する際に、運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等につ
いて丁寧な説明がありましたか。

11

13
「放課後等デイサービス計画」を⽰しながら、⽀援内容の説明がなされ
ましたか。

11

14
事業所では、家族に対して家族⽀援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が⾏われています
か。

8 1 2

15
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況
について共通理解ができていると思いますか。

10 1

16 定期的に、⾯談や⼦育てに関する助⾔等の⽀援が⾏われていますか。 10 1

17 事業所の職員から共感的に⽀援をされていると思いますか。 11

18

⽗⺟の会の活動の⽀援や、保護者会等の開催等により、保護者同⼠の交
流の機会が設けられるなど、家族への⽀援がされているか。また、きょ
うだい向けのイベントの開催等により、きょうだい同⼠の交流の機会が
設けられるなど、きょうだいへの⽀援がされていますか。

8 1 2
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事業所名

ご意⾒を踏まえた対応

机や環境設定等少しでも居⼼地の良い空
間作りができるよう善処していきます

お⼿洗いが少なく、休憩時間に使⽤中で
⼊れない時は、活動中でも意思表⽰があ
れば許可しています。

環
境
・
体
制
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備

適
切
な
⽀
援
の
提
供

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



19

こどもや家族からの相談や申⼊れについて、対応の体制が整備されてい
るとともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて
周知・説明され、相談や申⼊れをした際に迅速かつ適切に対応されてい
ますか。

11

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされている
と思いますか。

11

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や⾏事予定、連絡体
制等の情報や業務に関する⾃⼰評価の結果をこどもや保護者に対して発
信されていますか。

10 1

22 個⼈情報の取扱いに⼗分に留意されていると思いますか。 11

23
事業所では、事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュ
アル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されて
いますか。また、発⽣を想定した訓練が実施されていますか。

11

24
事業所では、⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難、救出その他必要な
訓練が⾏われていますか。

11

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される
等、安全の確保が⼗分に⾏われた上で⽀援が⾏われていると思いますか
 。

11

26
事故等（怪我等を含む。）が発⽣した際に、事業所から速やかな連絡や
事故が発⽣した際の状況等について説明がされていると思いますか。

10 1

27 こどもは安⼼感をもって通所していますか。 10 1

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 7 4

・少しでも早く帰りたいという気持ち
   はあると思う

29 事業所の⽀援に満⾜していますか。 11

⾮
常
時
等
の
対
応

満
⾜
度

様々な内容の活動を取り⼊れ、⼦どもた
ちが飽きないように⼯夫していきます。
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（別紙５）

アンダンテ⽊更津東（職員3名)
公表⽇      年  ⽉  ⽇

チェック項⽬ はい いいえ ⼯夫している点 課題や改善すべき点

1 利⽤定員が発達⽀援室等のスペースとの関係で適切であるか。 3

2
利⽤定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である
か。

3

3
⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている
か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化
や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

2 1

事業所の構造的な、段差、頭上注意等は
常に⼝頭でも説明していますが、わかりやす
く張り紙等で補っています。

構造的な問題で変えることが難しい案件でも
職員で常に情報共有して改善に努め、改善可
能な案件に対してはすぐに実⾏していきます

4
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になっているか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

3

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使⽤することが認めら
れる環境になっているか。 

3

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（⽬標設定と振り返り）
に、広く職員が参画しているか。

3

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け
ており、その内容を業務改善につなげているか。

3

8
職員の意⾒等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に
つなげているか。

3

9
第三者による外部評価を⾏い、評価結果を業務改善につなげている
か。

3

実施出来ていません。 実施できるよう努めていきます。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法⼈内等で
研修を開催する機会が確保されているか。

3

11 適切に⽀援プログラムが作成、公表されているか。 3

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に⾏い、こどもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計
画を作成しているか。

3

13
放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達⽀援管理責
任者だけでなく、こどもの⽀援に関わる職員が共通理解の下で、こ
どもの最善の利益を考慮した検討が⾏われているか。 

2 1

毎⽇の朝礼を利⽤して⽀援に関わる共有を
実施しています。突発的なことがあれば全体
LINEや電話対応等で情報共有しています。

⼩さな変化でもいつもと違う様⼦があれば全
体共有し、常にアンテナを張り⼩さなことに
気付ける職員教育を⽬指していきます。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った⽀援
が⾏われているか 。

3

15
こどもの適応⾏動の状況を、標準化されたツールを⽤いたフォーマ
ルなアセスメントや、⽇々の⾏動観察なども含むインフォーマルな
アセスメントを使⽤する等により確認しているか。

3

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライ
ンの「放課後等デイサービスの提供すべき⽀援」の「本⼈⽀援」、
「家族⽀援」、「移⾏⽀援」及び「地域⽀援・地域連携」のねらい
及び⽀援内容も踏まえながら、こどもの⽀援に必要な項⽬が適切に
設定され、その上で、具体的な⽀援内容が設定されているか。

3

17 活動プログラムの⽴案をチームで⾏っているか。 3

事業所名

環
境
・
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制
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備

業
務
改
善
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援
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供

事業所における⾃⼰評価結果公表



18 活動プログラムが固定化しないよう⼯夫しているか。 3

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放
課後等デイサービス計画を作成し、⽀援が⾏われているか。

3

20
⽀援開始前には職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われる⽀援の
内容や役割分担について確認し、チームで連携して⽀援を⾏ってい
るか。

3

21
⽀援終了後には、職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われた⽀援
の振り返りを⾏い､気付いた点等を共有しているか。

3

22
⽇々の⽀援に関して記録をとることを徹底し、⽀援の検証・改善に
つなげているか。

3

23
定期的にモニタリングを⾏い、放課後等デイサービス計画の⾒直し
の必要性を判断し、適切な⾒直しを⾏っているか。

3

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組
み合わせて⽀援を⾏っているか。

3

25
こどもが⾃⼰選択できるような⽀援の⼯夫がされている等、⾃⼰決
定をする⼒を育てるための⽀援を⾏っているか。

3

26
障害児相談⽀援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

3

27
地域の保健、医療（主治医や協⼒医療機関等）、障害福祉、保育、
教育等の関係機関と連携して⽀援を⾏う体制を整えているか。

3

28
学校との情報共有（年間計画・⾏事予定等の交換、こどもの下校時
刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発⽣時の連絡）
を適切に⾏っているか。

3

29
就学前に利⽤していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達⽀
援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。

3

30
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所
等へ移⾏する場合、それまでの⽀援内容等の情報を提供する等して
いるか。

3

31
地域の児童発達⽀援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー
パーバイズや助⾔や研修を受ける機会を設けているか 。

2 1

地域連携の研修に定期的に参加し、⾊々な事
業所間で情報交換をしています。その中で
⾊々な助⾔を得ることが出来ています

⾊々な事業所と引き続き情報交換がしやすく
なるように、地域連携の研修に参加し⽀援⽅
法等の受信、発信をおこなっていく

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動す
る機会があるか。

2 1

機会は組めていません。 ⾼校⽣中⼼の放課後等デイサービスというこ
ともあり難しさを感じています。

33 （⾃⽴⽀援）協議会等へ積極的に参加しているか。 3

34
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や
課題について共通理解を持っているか。

3

35
家族の対応⼒の向上を図る観点から、家族に対して家族⽀援プログ
ラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の
機会や情報提供等を⾏っているか。 

3

36
運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等について丁寧な説明を
⾏っているか。

3

37
放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意
思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど
もや家族の意向を確認する機会を設けているか。 

3

38
「放課後等デイサービス計画」を⽰しながら⽀援内容の説明を⾏
い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。

3
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39
家族等からの⼦育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、⾯談や必
要な助⾔と⽀援を⾏っているか。

3

40

⽗⺟の会の活動を⽀援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同⼠で交流する機会を設ける等の⽀援をしているか。ま
た、きょうだい同⼠で交流する機械を設ける等の⽀援をしている
か。

3

41
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも
に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に
対応しているか。

3

42
定期的に通信等を発⾏することや、HPやSNS等を活⽤することによ
り、活動概要や⾏事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対
して発信しているか。

3

43 個⼈情報の取扱いに⼗分留意しているか。 3

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮
をしているか。

3

45
事業所の⾏事に地域住⺠を招待する等、地域に開かれた事業運営を
図っているか。

2 1

地域住⺠を招待することはないが、ボラン
ティアとして周辺のゴミ拾い活動を実施して
おり、地域住⺠の⽅と関りを持っています。

実施中、住⺠の⽅にお礼を⾔われ利⽤者の
⾃⼰肯定感が上がる様⼦も⾒られており
引き続き活動として実施していきます。

46
事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも
に、発⽣を想定した訓練を実施しているか。

3

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、⾮常災害の発⽣に備
え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を⾏っているか。

3

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し
ているか。

3

49
⾷物アレルギーのあるこどもについて、医師の指⽰書に基づく対応
がされているか。

3

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措
置を講じる等、安全管理が⼗分された中で⽀援が⾏われているか。

3

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全
計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

3

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防⽌に向けた⽅策について
検討をしているか。

3

53
虐待を防⽌するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を
しているか。

3

54
どのような場合にやむを得ず⾝体拘束を⾏うかについて、組織的に
決定し、こどもや保護者に事前に⼗分に説明し了解を得た上で、放
課後等デイサービス計画に記載しているか。

3
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（別紙３）

〜 2025年 1⽉ 31⽇

（対象者数） 12 （回答者数） 11

〜 2025年 1⽉ 31⽇

（対象者数） 12 （回答者数） 11

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

アセスメントの際に、時間をかけて今現在の⼦どもの精神
⾯
⾝体⾯の様⼦や、出産後から今までの経緯、学校での様⼦
を細かく聞き取り、⽀援⽅法を探っていきます。

2

⻑期休みには外出イベントを組み込んで、東京等少し遠い
所へ⾏く企画もしています。その際、公共交通機関の乗り
⽅
やマナー、スイカの使い⽅等練習していきます。

3 進路について、３年⽣になっても実感がわかない⼦たちに
⾝近に感じてもらうための活動を取り⼊れて⾏きたい。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1
新⼈職員が⼊る４⽉は、新⼈職員に中堅職員のペアリング
をつけて⼦どもの⽀援⽅法や、職員の動き⽅等、⼦どもた
ちの特性等伝える環境を⽤意する。

2
職員が、やってみたいことを発信し、挑戦できる環境を⽤
意していく。職員の強みや得意分野で活躍できるよう応援
していく。

3

○事業所名 アンダンテ⽊更津東

○保護者評価実施期間 2025年 12⽉ 1⽇

○保護者評価有効回答数

2025年 12⽉ 1⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2026年 2⽉ ⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

集団で活動しているので、⼦どもたち１⼈ひとりに寄り添い
きれているか常に指導員間で繰り返し問い直し続け、情報共
有を徹底していきたい。

障害特性として職員の⽬が必須な⼦、発信⼒が抜群で⾃分
から職員とコミュニケーションが取れる⼦は無条件に職員と
関わることが多くなるが、その他の⾃分から発信したり訴え
ることが難しい⼦たちの困りごとに気付けるようにしたい。

職員のスキルアップを⽬指したい。
⼦どもへの⽀援⽅。関わり⽅。報告、連絡、相談。
パソコン等の業務スキルの向上。

職員⾃⾝の性格や⽣い⽴ち、経験値で、⼦ども⽀援に差異が
出ないよう⾊々な研修や、所員会議、⽇々の情報共有で補っ
ていきたい。

中⾼⽣の利⽤の多い事業所です。発達段階に合わせた⽀援を
⾏うことが出来るので、個々の成⻑に繋がります。

曜⽇ごとに、創作、SST、運動、学習等、活動内容に偏りが
出ないよう五領域に沿って計画しています。

⾃分の「やりたい」を⼤事にしています。夢中になれること
に⼀⽣懸命なることは⾃⼰成⻑に繋がります。

⾳楽祭やフェス等で、参加したいけど１⼈だとイヤだな。
恥ずかしいな。誰かと⼀緒にやりたい。という意思表⽰を
⽰す⼦には、メンバーが⾒つかるような配慮をします。
それでも⾒つからない場合、職員が⼀緒に楽器を演奏した
り、歌ったりしています。

⾼校卒業後を⾒据え、「⾃分の強みは何か︖」
を活動を通して探す強みお⼿伝いをしています。

進路指導として、１年⽣の頃から、仕事とは︖専⾨学校と
は︖
⼤学とは︖就労移⾏とは︖という内容に触れる活動を⼊れて
います。

事業所における⾃⼰評価総括表公表



（別紙1）

チェック項⽬ はい いいえ ⼯夫していると思う点・改善が必要だと思われる点など

1 利⽤定員が発達⽀援室等のスペースとの関係で適切であるか。

2
利⽤定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である
か。

3
⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている
か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化
や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

4
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になっているか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使⽤することが認めら
れる環境になっているか。 

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（⽬標設定と振り返り）
に、広く職員が参画しているか。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け
ており、その内容を業務改善につなげているか。

8
職員の意⾒等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に
つなげているか。

9
第三者による外部評価を⾏い、評価結果を業務改善につなげている
か。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法⼈内等で
研修を開催する機会が確保されているか。

11 適切に⽀援プログラムが作成、公表されているか。 

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に⾏い、こどもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計
画を作成しているか。

13
放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達⽀援管理責
任者だけでなく、こどもの⽀援に関わる職員が共通理解の下で、こ
どもの最善の利益を考慮した検討が⾏われているか。 

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った⽀援
が⾏われているか 。

15
こどもの適応⾏動の状況を、標準化されたツールを⽤いたフォーマ
ルなアセスメントや、⽇々の⾏動観察なども含むインフォーマルな
アセスメントを使⽤する等により確認しているか。

○ 本評価表は、放課後等デイサービスに従事する従業者の⽅に、事業所の⾃⼰評価していただくものです。
「はい」⼜は「いいえ」のどちらかに〇を記⼊するとともに、従業者の視点で、「事業所が⼯夫していると思う点」や「改善が必要だと思われる点」などについて記⼊してく
ださい。

環
境
・
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業
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適
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の
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放課後等デイサービス評価表従業者向け



16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライ
ンの「放課後等デイサービスの提供すべき⽀援」の「本⼈⽀援」、
「家族⽀援」、「移⾏⽀援」及び「地域⽀援・地域連携」のねらい
及び⽀援内容も踏まえながら、こどもの⽀援に必要な項⽬が適切に
設定され、その上で、具体的な⽀援内容が設定されているか。

17 活動プログラムの⽴案をチームで⾏っているか。

18 活動プログラムが固定化しないよう⼯夫しているか。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放
課後等デイサービス計画を作成し、⽀援が⾏われているか。

20
⽀援開始前には職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われる⽀援の
内容や役割分担について確認し、チームで連携して⽀援を⾏ってい
るか。

21
⽀援終了後には、職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われた⽀援
の振り返りを⾏い､気付いた点等を共有しているか。

22
⽇々の⽀援に関して記録をとることを徹底し、⽀援の検証・改善に
つなげているか。

23
定期的にモニタリングを⾏い、放課後等デイサービス計画の⾒直し
の必要性を判断し、適切な⾒直しを⾏っているか。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組
み合わせて⽀援を⾏っているか。

25
こどもが⾃⼰選択できるような⽀援の⼯夫がされている等、⾃⼰決
定をする⼒を育てるための⽀援を⾏っているか。

26
障害児相談⽀援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

27
地域の保健、医療（主治医や協⼒医療機関等）、障害福祉、保育、
教育等の関係機関と連携して⽀援を⾏う体制を整えているか。

28
学校との情報共有（年間計画・⾏事予定等の交換、こどもの下校時
刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発⽣時の連絡）
を適切に⾏っているか。

29
就学前に利⽤していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達⽀
援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。

30
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所
等へ移⾏する場合、それまでの⽀援内容等の情報を提供する等して
いるか。

31
地域の児童発達⽀援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー
パーバイズや助⾔や研修を受ける機会を設けているか 。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動す
る機会があるか。

適
切
な
⽀
援
の
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供
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機
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と
の
連
携



33 （⾃⽴⽀援）協議会等へ積極的に参加しているか。

34
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や
課題について共通理解を持っているか。

35
家族の対応⼒の向上を図る観点から、家族に対して家族⽀援プログ
ラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の
機会や情報提供等を⾏っているか。 

36
運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等について丁寧な説明を
⾏っているか。

37
放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意
思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど
もや家族の意向を確認する機会を設けているか。 

38
「放課後等デイサービス計画」を⽰しながら⽀援内容の説明を⾏
い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。

39
家族等からの⼦育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、⾯談や必
要な助⾔と⽀援を⾏っているか。

40

⽗⺟の会の活動を⽀援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同⼠で交流する機会を設ける等の⽀援をしているか。ま
た、きょうだい同⼠で交流する機械を設ける等の⽀援をしている
か。

41
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも
に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に
対応しているか。

42
定期的に通信等を発⾏することや、HPやSNS等を活⽤することによ
り、活動概要や⾏事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対
して発信しているか。

43 個⼈情報の取扱いに⼗分留意しているか。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮
をしているか。

45
事業所の⾏事に地域住⺠を招待する等、地域に開かれた事業運営を
図っているか。

46
事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも
に、発⽣を想定した訓練を実施しているか。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、⾮常災害の発⽣に備
え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を⾏っているか。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し
ているか。

49
⾷物アレルギーのあるこどもについて、医師の指⽰書に基づく対応
がされているか。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措
置を講じる等、安全管理が⼗分された中で⽀援が⾏われているか。

保
護
者
へ
の
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明
等
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51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全
計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防⽌に向けた⽅策について
検討をしているか。

53
虐待を防⽌するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を
しているか。

54
どのような場合にやむを得ず⾝体拘束を⾏うかについて、組織的に
決定し、こどもや保護者に事前に⼗分に説明し了解を得た上で、放
課後等デイサービス計画に記載しているか。

⾮
常
時
等
の
対
応



（別紙1）

チェック項⽬ はい いいえ ⼯夫していると思う点・改善が必要だと思われる点など

1 利⽤定員が発達⽀援室等のスペースとの関係で適切であるか。 県から適正とみなされ事業所を運営中です

2
利⽤定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である
か。

県の規定数で⾏っています

3
⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている
か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化
や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

ビルの1階になったので、だいぶ改善されました

4
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になっているか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

2部屋になった事で、1⼈当たりの使⽤⾯積が広くなりました

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使⽤することが認めら
れる環境になっているか。 

その利⽤者の様⼦によって、静養室や相談室で活動する時もありま
す

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（⽬標設定と振り返り）
に、広く職員が参画しているか。

毎朝礼⾏っております

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け
ており、その内容を業務改善につなげているか。

毎年アンケートを取り、集計したものをHPに記載、配布していま
す
https://andanrte.sgh.jp

8
職員の意⾒等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に
つなげているか。

毎年アンケートを取り、ご忠告いただいた内容を検討し、できるも
のから実⾏しています

9
第三者による外部評価を⾏い、評価結果を業務改善につなげている
か。

申し訳ございません。本年度はできていません

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法⼈内等で
研修を開催する機会が確保されているか。

階層別の研修、社内⼤学、外部研修などを⾏っています

11 適切に⽀援プログラムが作成、公表されているか。 
五領域に沿ってプログラムを作成、利⽤希望表やアンダンテ通信な
どで公表しています

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に⾏い、こどもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計
画を作成しているか。

6ヶ⽉に1回のモニタリングや個別⽀援の際などに保護者や⼦ども
の思いを聞き取り、⽀援につなげています

13
放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達⽀援管理責
任者だけでなく、こどもの⽀援に関わる職員が共通理解の下で、こ
どもの最善の利益を考慮した検討が⾏われているか。 

⽉1回〜2回、毎⽇の朝礼にて所員会議を⾏い共有しています

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った⽀援
が⾏われているか 。

⽉1回〜2回、毎⽇の朝礼にて所員会議を⾏い確認しています

15
こどもの適応⾏動の状況を、標準化されたツールを⽤いたフォーマ
ルなアセスメントや、⽇々の⾏動観察なども含むインフォーマルな
アセスメントを使⽤する等により確認しているか。

朝礼や終礼などで利⽤者の情報は都度共有しています

○ 本評価表は、放課後等デイサービスに従事する従業者の⽅に、事業所の⾃⼰評価していただくものです。
「はい」⼜は「いいえ」のどちらかに〇を記⼊するとともに、従業者の視点で、「事業所が⼯夫していると思う点」や「改善が必要だと思われる点」などについて記⼊してく
ださい。
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放課後等デイサービス評価表従業者向け ⾒本



16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライ
ンの「放課後等デイサービスの提供すべき⽀援」の「本⼈⽀援」、
「家族⽀援」、「移⾏⽀援」及び「地域⽀援・地域連携」のねらい
及び⽀援内容も踏まえながら、こどもの⽀援に必要な項⽬が適切に
設定され、その上で、具体的な⽀援内容が設定されているか。

⾼校⽣ということもあり、本⼈の状況をふまえ、本⼈に寄り添った
形で記⼊させていただいております

17 活動プログラムの⽴案をチームで⾏っているか。
所員会議や活動共有などで利⽤者に必要な⽀援を検討、活動案を計
画しています

18 活動プログラムが固定化しないよう⼯夫しているか。
習慣づけするためにある程度決まった活動を⾏っているが、休⽇は
様々な体験ができるよう計画しています

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放
課後等デイサービス計画を作成し、⽀援が⾏われているか。

利⽤者と活動内容を加味しながら、集団と個別の活動を組み合わせ
ています

20
⽀援開始前には職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われる⽀援の
内容や役割分担について確認し、チームで連携して⽀援を⾏ってい
るか。

朝礼でその⽇の活動内容を共有、⽀援や声掛けの⽅法を打ち合わせ
しています

21
⽀援終了後には、職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われた⽀援
の振り返りを⾏い､気付いた点等を共有しているか。

活動後や次の⽇の朝礼の際に活動の振り返り、利⽤者の反応や改善
点などを振り返っています

22
⽇々の⽀援に関して記録をとることを徹底し、⽀援の検証・改善に
つなげているか。

活動反省やサービス提供記録、ケース記録に記載しております

23
定期的にモニタリングを⾏い、放課後等デイサービス計画の⾒直し
の必要性を判断し、適切な⾒直しを⾏っているか。

6ヶ⽉に1回のモニタリング、中間評価の作成、共有を⾏っていま
す

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組
み合わせて⽀援を⾏っているか。

毎⽉の所員会議で吟味し、計画を⽴てて⽀援を⾏っています

25
こどもが⾃⼰選択できるような⽀援の⼯夫がされている等、⾃⼰決
定をする⼒を育てるための⽀援を⾏っているか。

得意不得意も含めて⾃分で選べるように作業⼯程を分けたり、
クラブ活動で⾃分のやりたい物を選択しています

26
障害児相談⽀援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

児発管が参加しています

27
地域の保健、医療（主治医や協⼒医療機関等）、障害福祉、保育、
教育等の関係機関と連携して⽀援を⾏う体制を整えているか。

⼭⽥医院、サポート校との連携しています

28
学校との情報共有（年間計画・⾏事予定等の交換、こどもの下校時
刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発⽣時の連絡）
を適切に⾏っているか。

朝礼や終礼、LINEなどを活⽤しています

29
就学前に利⽤していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達⽀
援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。

個別の⽀援計画の引き継ぎを⾏っています

30
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所
等へ移⾏する場合、それまでの⽀援内容等の情報を提供する等して
いるか。

個別の⽀援計画の引き継ぎ、児発管が訪問して情報共有を⾏って
います

31
地域の児童発達⽀援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー
パーバイズや助⾔や研修を受ける機会を設けているか 。

対象年齢が上なので、必要に応じて設けています

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動す
る機会があるか。

他のアンダンテの⼩学⽣や、成美学園他校舎と交流する機会を
設けています

適
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33 （⾃⽴⽀援）協議会等へ積極的に参加しているか。 児発管が参加しています

34
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や
課題について共通理解を持っているか。

アンダンテ通信⽉1回発⾏、問題がある時は電話・⾯談対応をして
います

35
家族の対応⼒の向上を図る観点から、家族に対して家族⽀援プログ
ラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の
機会や情報提供等を⾏っているか。 

希望のある家族へ⾯談⽀援を⾏っています

36
運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等について丁寧な説明を
⾏っているか。

契約時に⾏っています

37
放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意
思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど
もや家族の意向を確認する機会を設けているか。 

モニタリングで確認、反映しています

38
「放課後等デイサービス計画」を⽰しながら⽀援内容の説明を⾏
い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。

契約時に⾏っています

39
家族等からの⼦育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、⾯談や必
要な助⾔と⽀援を⾏っているか。

利⽤者の必要な状況の際に随時⾯談を⾏っています

40

⽗⺟の会の活動を⽀援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同⼠で交流する機会を設ける等の⽀援をしているか。ま
た、きょうだい同⼠で交流する機械を設ける等の⽀援をしている
か。

年1回開催、本年度は1年⽣の保護者会と全体での進路ガイダンス
を⾏いました

41
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも
に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に
対応しているか。

対応しているつもりですが…

42
定期的に通信等を発⾏することや、HPやSNS等を活⽤することによ
り、活動概要や⾏事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対
して発信しているか。

アンダンテ通信⽉、本部HPにて掲載しています
https://andanrte.sgh.jp

43 個⼈情報の取扱いに⼗分留意しているか。 鍵付き書庫にて保管しています

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮
をしているか。

アンダンテ通信、⽉1回のお⼿紙、LINEオープンチャットを
使⽤しています

45
事業所の⾏事に地域住⺠を招待する等、地域に開かれた事業運営を
図っているか。

特別⽀援学校、中学校教員の事業所⾒学受付、⽊更津駅こども祭り
などで地域との交流を図っています

46
事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも
に、発⽣を想定した訓練を実施しているか。

契約時、掲⽰物、保護者会にて説明確認を⾏っています

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、⾮常災害の発⽣に備
え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を⾏っているか。

年数回⾏っております

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し
ているか。

契約時のフェイスシートにて確認しています

49
⾷物アレルギーのあるこどもについて、医師の指⽰書に基づく対応
がされているか。

契約時のフェイスシートにて確認しています

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措
置を講じる等、安全管理が⼗分された中で⽀援が⾏われているか。

避難訓練や地域の放デイと連携するよう、
協議会等に参加しております
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51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全
計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

契約時に確認しています

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防⽌に向けた⽅策について
検討をしているか。

研修での事例検討、共有を⾏っています

53
虐待を防⽌するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を
しているか。

年に数回⾏っています

54
どのような場合にやむを得ず⾝体拘束を⾏うかについて、組織的に
決定し、こどもや保護者に事前に⼗分に説明し了解を得た上で、放
課後等デイサービス計画に記載しているか。

保護者へ説明を⾏い、書類を交わす、⾝体拘束適正化委員会、
拘束報告書の作成などを⾏っています

⾮
常
時
等
の
対
応



（別紙2）

チェック項⽬ はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意⾒

1 こどもの活動等のスペースが⼗分に確保されていると思いますか。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

3
⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境（※1）になって
いると思いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリ
アフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

4
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になっていると思います
か。また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

5
こどものことを⼗分に理解し、こどもの特性等に応じた専⾨性のある⽀
援が受けられていると思いますか。 

6
事業所が公表している⽀援プログラム（※2）は、事業所の提供する⽀
援内容と合っていると思いますか 。

7
こどものことを⼗分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、放課後等デイサービス計画（個別⽀援計画）（※3）
が作成されていると思いますか。

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの
「放課後等デイサービスの提供すべき⽀援」の「本⼈⽀援」、「家族⽀
援」、「移⾏⽀援 」で⽰す⽀援内容からこどもの⽀援に必要な項⽬が適
切に設定され、その上で、具体的な⽀援内容が設定されていると思いま
すか。

9 放課後等デイサービス計画に沿った⽀援が⾏われていると思いますか。

10
事業所の活動プログラム（※4）が固定化されないよう⼯夫されている
と思いますか。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機
会がありますか。

12
事業所を利⽤する際に、運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等につ
いて丁寧な説明がありましたか。

13
「放課後等デイサービス計画」を⽰しながら、⽀援内容の説明がなされ
ましたか。

14
事業所では、家族に対して家族⽀援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ（※5）等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が⾏われ
ていますか。

15
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況
について共通理解ができていると思いますか。

16 定期的に、⾯談や⼦育てに関する助⾔等の⽀援が⾏われていますか。

17 事業所の職員から共感的に⽀援をされていると思いますか。

（保護者の皆さまへ）
○本評価表は、放課後等デイサービスを利⽤するお⼦さんの保護者等の⽅に、事業所の評価をしていただくものです。
「はい」「どちらともいえない」「いいえ」「わからない」のいずれかに〇を記⼊していただくとともに、「ご意⾒」についてもご記⼊ください。
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放課後等デイサービス評価表保護者向け



18

⽗⺟の会の活動の⽀援や、保護者会等の開催等により、保護者同⼠の交
流の機会が設けられるなど、家族への⽀援がされているか。また、きょ
うだい向けのイベントの開催等により、きょうだい同⼠の交流の機会が
設けられるなど、きょうだいへの⽀援がされていますか。

19

こどもや家族からの相談や申⼊れについて、対応の体制が整備されてい
るとともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて
周知・説明され、相談や申⼊れをした際に迅速かつ適切に対応されてい
ますか。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされている
と思いますか。

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や⾏事予定、連絡体
制等の情報や業務に関する⾃⼰評価の結果をこどもや保護者に対して発
信されていますか。

22 個⼈情報の取扱いに⼗分に留意されていると思いますか。

23
事業所では、事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュ
アル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されて
いますか。また、発⽣を想定した訓練が実施されていますか。

24
事業所では、⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難、救出その他必要な
訓練が⾏われていますか。

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される
等、安全の確保が⼗分に⾏われた上で⽀援が⾏われていると思いますか
 。

26
事故等（怪我等を含む。）が発⽣した際に、事業所から速やかな連絡や
事故が発⽣した際の状況等について説明がされていると思いますか。

27 こどもは安⼼感をもって通所していますか。 

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

29 事業所の⽀援に満⾜していますか。

満
⾜
度

※1 「本⼈にわかりやすく構造化された環境」とは、こども本⼈がこの部屋で何をするのかがわかりやすいよう、机や本棚の配置などを⼯夫することです。
※2 「⽀援プログラム」とは、事業所における総合的な⽀援の推進と事業所が提供する⽀援の⾒える化を図るため、事業所で⾏われている取組等について⽰し、公表することが求められています。
※3 「放課後等デイサービス計画（個別⽀援計画）」は、放課後等デイサービスを利⽤する個々のこどもについて、その有する能⼒、置かれている環境や⽇常⽣活全般の状況に関するアセスメントを通じ
て、総合的な⽀援⽅針や⽀援⽬標及び達成時期、⽣活全般の質を向上させるための課題、⽀援の具体的内容、⽀援を提供する上での留意事項などを記載する計画のことです。これは、放課後等デイサー
ビス事業所の児童発達⽀援管理責任者が作成し、保護者等への説明を⾏うとともに同意を得ることが義務付けられているものです。
※4 「活動プログラム」は、事業所の⽇々の⽀援の中で、⼀定の⽬的を持って⾏われる個々の活動のことです。こどもの発達の状況や障害の特性等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定され
ていま。
※5 「ペアレント・トレーニング」は、保護者がこどもの障害の特性やその特性を踏まえたこどもへの関わり⽅を学ぶことにより、こどもの⾏動変容することを⽬標とします。
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（別紙2）

チェック項⽬ はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意⾒

1 こどもの活動等のスペースが⼗分に確保されていると思いますか。 県から適正とみなされ事業所を運営中

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 県の規定数で⾏っています

3
⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境（※1）になって
いると思いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリ
アフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

ビルの1階になったので、だいぶ改善されました

4
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になっていると思います
か。また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

2部屋になった事で、1⼈当たりの使⽤⾯積が広くなりました

5
こどものことを⼗分に理解し、こどもの特性等に応じた専⾨性のある⽀
援が受けられていると思いますか。 

アンダンテ通信や活動内容をお⼦様から聞き取った上で
判断をお願いします

6
事業所が公表している⽀援プログラム（※2）は、事業所の提供する⽀
援内容と合っていると思いますか 。

アンダンテ通信や活動内容をお⼦様から聞き取った上で
判断をお願いします

7
こどものことを⼗分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、放課後等デイサービス計画（個別⽀援計画）（※3）
が作成されていると思いますか。

毎⽉の利⽤希望表の内容で判断下さい

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの
「放課後等デイサービスの提供すべき⽀援」の「本⼈⽀援」、「家族⽀
援」、「移⾏⽀援 」で⽰す⽀援内容からこどもの⽀援に必要な項⽬が適
切に設定され、その上で、具体的な⽀援内容が設定されていると思いま
すか。

個別⽀援計画に沿って、⽀援をさせていただいております

9 放課後等デイサービス計画に沿った⽀援が⾏われていると思いますか。 個別⽀援計画に沿って、⽀援をさせていただいております

10
事業所の活動プログラム（※4）が固定化されないよう⼯夫されている
と思いますか。

毎⽉の利⽤希望表の内容で判断下さい

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機
会がありますか。

他のアンダンテの⼩学⽣や、成美学園他校舎と交流しています

12
事業所を利⽤する際に、運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等につ
いて丁寧な説明がありましたか。

契約時に⾏っております

13
「放課後等デイサービス計画」を⽰しながら、⽀援内容の説明がなされ
ましたか。

契約時に⾏っております

14
事業所では、家族に対して家族⽀援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ（※5）等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が⾏われ
ていますか。

希望のある⽅には⾯談⽀援をさせていただいております

15
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況
について共通理解ができていると思いますか。

アンダンテ通信⽉1回発⾏
問題がある時は電話・⾯談対応

16 定期的に、⾯談や⼦育てに関する助⾔等の⽀援が⾏われていますか。 利⽤者の必要な状況の際には⾯談を随時⾏っております

17 事業所の職員から共感的に⽀援をされていると思いますか。
利⽤者の皆様全員平等に接することができるよう
努⼒してまいります

（保護者の皆さまへ）
○本評価表は、放課後等デイサービスを利⽤するお⼦さんの保護者等の⽅に、事業所の評価をしていただくものです。
「はい」「どちらともいえない」「いいえ」「わからない」のいずれかに〇を記⼊していただくとともに、「ご意⾒」についてもご記⼊ください。
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放課後等デイサービス評価表保護者向け ⾒本



18

⽗⺟の会の活動の⽀援や、保護者会等の開催等により、保護者同⼠の交
流の機会が設けられるなど、家族への⽀援がされているか。また、きょ
うだい向けのイベントの開催等により、きょうだい同⼠の交流の機会が
設けられるなど、きょうだいへの⽀援がされていますか。

年1回開催
本年度は進路ガイダンスを実施

19

こどもや家族からの相談や申⼊れについて、対応の体制が整備されてい
るとともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて
周知・説明され、相談や申⼊れをした際に迅速かつ適切に対応されてい
ますか。

対応しているつもりですが…

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされている
と思いますか。

アンダンテ通信、⽉1回のお⼿紙
LINEのオープンチャット等使⽤

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や⾏事予定、連絡体
制等の情報や業務に関する⾃⼰評価の結果をこどもや保護者に対して発
信されていますか。

本部ホームページにて掲載中
https://andanrte.sgh.jp

22 個⼈情報の取扱いに⼗分に留意されていると思いますか。 職員室の鍵付き書庫に保管

23
事業所では、事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュ
アル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されて
いますか。また、発⽣を想定した訓練が実施されていますか。

契約時、掲⽰物、保護者会にて説明確認

24
事業所では、⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難、救出その他必要な
訓練が⾏われていますか。

年数回⾏っております

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される
等、安全の確保が⼗分に⾏われた上で⽀援が⾏われていると思いますか
 。

避難訓練や地域の放デイと連携するよう、
協議会等に参加しております

26
事故等（怪我等を含む。）が発⽣した際に、事業所から速やかな連絡や
事故が発⽣した際の状況等について説明がされていると思いますか。

まずは電話連絡をさしあげております

27 こどもは安⼼感をもって通所していますか。 

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

29 事業所の⽀援に満⾜していますか。

※1 「本⼈にわかりやすく構造化された環境」とは、こども本⼈がこの部屋で何をするのかがわかりやすいよう、机や本棚の配置などを⼯夫することです。
※2 「⽀援プログラム」とは、事業所における総合的な⽀援の推進と事業所が提供する⽀援の⾒える化を図るため、事業所で⾏われている取組等について⽰し、公表することが求められています。
※3 「放課後等デイサービス計画（個別⽀援計画）」は、放課後等デイサービスを利⽤する個々のこどもについて、その有する能⼒、置かれている環境や⽇常⽣活全般の状況に関するアセスメントを通じ
て、総合的な⽀援⽅針や⽀援⽬標及び達成時期、⽣活全般の質を向上させるための課題、⽀援の具体的内容、⽀援を提供する上での留意事項などを記載する計画のことです。これは、放課後等デイサー
ビス事業所の児童発達⽀援管理責任者が作成し、保護者等への説明を⾏うとともに同意を得ることが義務付けられているものです。
※4 「活動プログラム」は、事業所の⽇々の⽀援の中で、⼀定の⽬的を持って⾏われる個々の活動のことです。こどもの発達の状況や障害の特性等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定され
ていま。
※5 「ペアレント・トレーニング」は、保護者がこどもの障害の特性やその特性を踏まえたこどもへの関わり⽅を学ぶことにより、こどもの⾏動変容することを⽬標とします。
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（別紙５）

アンダンテ⽊更津東（職員3名)
公表⽇      年  ⽉  ⽇

チェック項⽬ はい いいえ ⼯夫している点 課題や改善すべき点

1 利⽤定員が発達⽀援室等のスペースとの関係で適切であるか。 3

SSTなど全体に同じニュアンスで伝えたい活
動の時は1部屋。創作等⾏う時はゆったり２
部屋
等、活動によってスペースを変えて対応する

活動場所を複数で展開で進める時は、それぞ
れの場所の様⼦や何かハプニングが起きた時
の連携や共有を密におこなう。

2
利⽤定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である
か。

3
困りごとを抱える⼦や、障害特性的に指導員
の⽬が必要な⼦の対応をスムーズに⾏えるよ
うに配慮している。

引き続き、左記の⼦以外の⼦の⽀援にもしっ
かりアンテナを張り、⼼の声を拾い損ねない
よう注意する。

3
⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている
か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化
や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

2 1

事業所の構造的な、段差、頭上注意等は
常に⼝頭でも説明しているが、わかりやすく
張り紙等で補っている。

構造的な問題で変えることが難しい案件でも
職員で常に情報共有して改善に努める。改善
かのうな案件に対してはすぐに実⾏する。

4
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になっているか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

3

⼦どもたち⾃⾝でも、使⽤した空間は掃除を
しているが、それ以外に職員も毎⽇必ず掃除
を実施し、整理整頓を⼼がけている。

冬場の感染症が流⾏るシーズンは、引き続き
常に窓を少し開け、同じ空気が⻑時間とどま
らない様にする。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使⽤することが認めら
れる環境になっているか。 

3

⾊々な特性の⼦がいるため、不安定になった
時にいられる場所や困りごとを相談できる空
間等を⽤意している。

様々な⾏事や、活動で使⽤できる場所が減っ
た時でも対応できるよう配慮する。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（⽬標設定と振り返り）
に、広く職員が参画しているか。

3

新⼈職員が⼊職したての４⽉や、業務改善し
なければならばい内容がわかりづらい時等は
繰り返し説明しみんなで取り組んでいく。

引き続きその場にいない職員にもわかりやす
く業務連絡として伝える。職員⾃⾝が新たな
発⾒がしやすいような研修も取り⼊れる。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け
ており、その内容を業務改善につなげているか。

3

アンケートを集計し職員でいつでもデータで
⾒られるようにファイルを⽤意している。

課題改善として所員会議等を⽤いて職員で話
し合い業務改善に努める。

8
職員の意⾒等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に
つなげているか。

3

簡易的な意⾒であれば毎⽇の朝礼、終礼にて
情報共有。その他⽉に1回所員会議を実施し
時間を取って意⾒交換し業務改善に繋げる。

⾔いづらいことも⾔えるように環境設定を
整える。

9
第三者による外部評価を⾏い、評価結果を業務改善につなげている
か。

3

実施出来ていない。 実施できるよう⾊々と⾒直していく。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法⼈内等で
研修を開催する機会が確保されているか。

3

虐待防⽌、感染症予防、BCP（業務継続計
画）⾝体拘束、イベント等、委員会を発⾜し
職員の資質の向上のため法⼈内で研修を実施
している

引き続き左記の内容で実施していく。

11 適切に⽀援プログラムが作成、公表されているか。 3

適切にプログラムが作成、公表できている。 公表した内容に沿ってプログラムが進められ
ているか定期的に確認したい。

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に⾏い、こどもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計
画を作成しているか。

3

モニタリングや⾯談等で情報共有を密に⾏い
個別⽀援計画を作成している。

⼦どもたち個々の個別⽀援計画が、児発管の
みではなく、しっかり全職員に届きそれぞれ
の⼦どもたちの対応で活かされるよう共有す
る。

13
放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達⽀援管理責
任者だけでなく、こどもの⽀援に関わる職員が共通理解の下で、こ
どもの最善の利益を考慮した検討が⾏われているか。 

2 1

毎⽇の朝礼を利⽤し、⼦どもの⽀援に関わる
共有を実施している。突発的なことがあれば
全体LINEや電話対応等で情報共有している。

⼩さな変化でも、いつもと違う様⼦があれば
常に全体共有している。アンテナを張り⼩さ
なことに気付ける視野を持つ職員教育を⽬指
す。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った⽀援
が⾏われているか 。

3

個別⽀援計画作成後、職員間で全体共有は
実施し、それを忘れないようにする為にそれ
ぞれの⼦の個⼈ファイルの⾒える所に⼊れ
る。

職員全員の頭に、常に⼦どもたち全員の個別
⽀援計画の内容を⼊れておくことは難しいと
推測される為、定期的に再確認したい。

15
こどもの適応⾏動の状況を、標準化されたツールを⽤いたフォーマ
ルなアセスメントや、⽇々の⾏動観察なども含むインフォーマルな
アセスメントを使⽤する等により確認しているか。

3

⼦ども本⼈が訴えてきた内容。保護者から情
報共有としていただいた内容。等々は過去の
⾏動内容等と照らし合わせ確認し記録を残す

左記の対応に付随して職員間で共有を実施し
今後の⽀援に繋げる

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライ
ンの「放課後等デイサービスの提供すべき⽀援」の「本⼈⽀援」、
「家族⽀援」、「移⾏⽀援」及び「地域⽀援・地域連携」のねらい
及び⽀援内容も踏まえながら、こどもの⽀援に必要な項⽬が適切に
設定され、その上で、具体的な⽀援内容が設定されているか。

3

17 活動プログラムの⽴案をチームで⾏っているか。 3
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18 活動プログラムが固定化しないよう⼯夫しているか。 3

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放
課後等デイサービス計画を作成し、⽀援が⾏われているか。

3

20
⽀援開始前には職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われる⽀援の
内容や役割分担について確認し、チームで連携して⽀援を⾏ってい
るか。

3

21
⽀援終了後には、職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われた⽀援
の振り返りを⾏い､気付いた点等を共有しているか。

3

22
⽇々の⽀援に関して記録をとることを徹底し、⽀援の検証・改善に
つなげているか。

3

23
定期的にモニタリングを⾏い、放課後等デイサービス計画の⾒直し
の必要性を判断し、適切な⾒直しを⾏っているか。

3

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組
み合わせて⽀援を⾏っているか。

3

25
こどもが⾃⼰選択できるような⽀援の⼯夫がされている等、⾃⼰決
定をする⼒を育てるための⽀援を⾏っているか。

3

26
障害児相談⽀援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

3

27
地域の保健、医療（主治医や協⼒医療機関等）、障害福祉、保育、
教育等の関係機関と連携して⽀援を⾏う体制を整えているか。

3

28
学校との情報共有（年間計画・⾏事予定等の交換、こどもの下校時
刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発⽣時の連絡）
を適切に⾏っているか。

3

29
就学前に利⽤していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達⽀
援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。

3

30
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所
等へ移⾏する場合、それまでの⽀援内容等の情報を提供する等して
いるか。

3

31
地域の児童発達⽀援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー
パーバイズや助⾔や研修を受ける機会を設けているか 。

2 1

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動す
る機会があるか。

2 1

33 （⾃⽴⽀援）協議会等へ積極的に参加しているか。 3

34
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や
課題について共通理解を持っているか。

3

35
家族の対応⼒の向上を図る観点から、家族に対して家族⽀援プログ
ラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の
機会や情報提供等を⾏っているか。 

3

36
運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等について丁寧な説明を
⾏っているか。

3

37
放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意
思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど
もや家族の意向を確認する機会を設けているか。 

3

38
「放課後等デイサービス計画」を⽰しながら⽀援内容の説明を⾏
い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。

3
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39
家族等からの⼦育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、⾯談や必
要な助⾔と⽀援を⾏っているか。

3

40

⽗⺟の会の活動を⽀援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同⼠で交流する機会を設ける等の⽀援をしているか。ま
た、きょうだい同⼠で交流する機械を設ける等の⽀援をしている
か。

3

41
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも
に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に
対応しているか。

3

42
定期的に通信等を発⾏することや、HPやSNS等を活⽤することによ
り、活動概要や⾏事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対
して発信しているか。

3

43 個⼈情報の取扱いに⼗分留意しているか。 3

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮
をしているか。

3

45
事業所の⾏事に地域住⺠を招待する等、地域に開かれた事業運営を
図っているか。

2 1

46
事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも
に、発⽣を想定した訓練を実施しているか。

3

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、⾮常災害の発⽣に備
え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を⾏っているか。

3

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し
ているか。

3

49
⾷物アレルギーのあるこどもについて、医師の指⽰書に基づく対応
がされているか。

3

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措
置を講じる等、安全管理が⼗分された中で⽀援が⾏われているか。

3

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全
計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

3

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防⽌に向けた⽅策について
検討をしているか。

3

53
虐待を防⽌するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を
しているか。

3

54
どのような場合にやむを得ず⾝体拘束を⾏うかについて、組織的に
決定し、こどもや保護者に事前に⼗分に説明し了解を得た上で、放
課後等デイサービス計画に記載しているか。

3
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